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共通のあまり部分を左はしにそろえて下のような図をかきます。 

         

 

 

あまりを除いた部分は「ある数□」でわりきれます。 

アの長さは，96-60=36 

イの長さは，150-96=54 

□は，36 と 54 の公約数です。 

最大公約数は 18 なので， 

18 の約数は， 1x18  2x9  3x6 ⇒ 1,2,3,6,9,18  

この中で，1,2,3,6 ではわり切れてしまうので，条件にあうのは 9 と 18 になります。 
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60 
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 (1)  

45 を素因数分解すると，  

 84=3x3x5 

もとの式は，  

  3x3x5xA=BxB 

左辺の 3x5 が２セットできればよいので， 

A=5 （※もっとも小さい整数） 

    ↓ 

BxB=(3x5)x(3x5)  

⇒ B＝15 

 

(2) 

360 を素因数分解すると， 

  360=2x2x2x3x3x5 

もとの式は， 

 
2×2×2×3×3×5

𝑐
=DxD 

Cの数字で約分された結果整数が２セットで

きればよい。 

  2x2x2x3x3x5 

 

2x5がなければ 2x3 が２セットできますから， 

C として考えられる最小の整数は， 

 2x5=10 です。 

このとき， 

 (2x3)x(2x3)=DxD より， 

D＝2x3 

＝6 となります。 

 

A・・・5  B・・・15 

C・・・10  D・・・6 
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4

15
の真ん中の分数を調べます。 

4

15
x

1

2
=

2

15
 ⇒15÷2=7.5 より真ん中の値は 

1

7.5
 

 
1

𝐴
 ＞ 

1

𝐵
 ですから， 

1

𝐴
＞

1

7.5
 

また， 
4

15
＝

1

3.75
 より， 

1

𝐴
＜

1

3.75
 

    ↓ 

1

𝐴
は

1

7.5
より大きくて，

1

3.75
より小さい 

    ↓ 

 A は 3.75 より大きくて 7.5 より小さい 

 

 

 

・A＝4 のとき 

 
1

𝐵
 ＝ 

4

15
－

1

4
 ＝ 

1

60
 ⇒ B=60 

・A＝5 のとき 

 
1

𝐵
 ＝ 

4

15
－

1

5
 ＝ 

1

15
 ⇒ B=15 

・A＝6 のとき 

 
1

𝐵
 ＝ 

4

15
－

1

6
 ＝ 

1

10
  ⇒ B＝10 

 

・A＝7 のとき 

 
1

𝐵
 ＝ 

4

15
－

1

7
 ＝ 

13

15×7
 ⇒ × 

・A＝8 のとき 

 
1

𝐵
 ＝

4

15
－

1

8
 ＝

17

15×8
 ⇒ × 

したがって，考えられる(A,B)は， 

(4,60),(5,15),(6,10) 
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4

15
の式に A の値を代入します。 

  A<B に注意！ 

(4,60),(5,15),(6,10) 
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(1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 

3 の倍数の見つけ方から解く 

3 の倍数は[与えられた数の各桁の数の和が 3 の倍数であれば、その数は 3 の倍数である。] 

  ↓ 

 8+6+1+□+5=20+□ 

  ↓ 

 20-1=19 より， 

  

 19＋□が３の倍数になるような□を調べます。 

 

 □=2 のとき．19+1=21・・・〇 

 □=5 のとき．19+5=24・・・〇 

□=8 のとき．19+8=27・・・〇 

 

以上， □＝２，５，８ 

  

[解１] 

４でわったあまり・・・下２けたを４で割ったあまり

と同じ 

   ↓ 

(□5)を４でわると３あまる数は 

 ４の倍数＋３ で２けたの数ですが， 

□を探すのには[解２]のほうがはやいでしよう。 

  

[解２] 

４の倍数は下２けたが４でわりきれる 

  ↓ 

5-3=2 より，(□2)は４の倍数 

□＝1,3,5,7,9 

1, 3, 5, 7, 9 

2, 5, 8 

わり算のあまりの性質の解説

はテキスト参照 



 

 

 

 

改訂版６年上例題解説 第 13回                    中学受験のヘクトパスカル 

 
88÷7=12 あまり 4 より，88=7x12+4 とかくことができます。 88 を 7 でわるとあまりは 4 です。 

7x12 は 7 の倍数ですから 7Ａとあらわすと 

88x88x88・・・x88 = (7A+4)x(7A+4)x(7A+4)・・・(7A+4) となります。 

88x88=(7A+4)x(7A+4) 

上の式を分配法則で展開すると，赤矢印は 7 の倍数ですから 7 でわり切れ， 

７でわり切れない部分は(4x4=)16 です。 

 

16 をさらに 7 でわると，2 あまり 2 より，88x88 を 7 でわるとあまりは２です。 

 

この結果を 7B+2 とすると，3 つ目の積は下の式のようになります。 

88x88x88=(7B+2)x(7A+4) 

１回目と同様に７の倍数でない部分は 2x4=8 です。 

 したがって，このときのあまりは， 

8÷7＝1 あまり 1  ⇒ 88x88x88 を 7 でわるとあまりは 1 です。 

 

以上から，次のように考えることができます。 

７の倍数部分以外のあまりだけを調べる 

88が 1 つのときの余り 4 

88が 2 つのときの余りは (4x4)÷7＝2余り 2 

88が 3 つのときの余りは (2x4)÷7＝1余り 1 

88が 4 つのときの余りは (1x4)÷7＝0 あまり 4 

88が 5 つのときの余りは (4x4)÷7＝2 あまり 2 

   ↓ 

あまりは ｛4,2,1｝のくり返しになることがわかります。 

よって， 10÷3=3 あまり 1 より， 

求めるあまりは， 4 です。 
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